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県立高等学校長

令和２年度　紀南地域高等学校活性化推進協議会委員名簿

地域有識者

市町教育委員会

小中学校ＰＴＡ代表

高等学校ＰＴＡ代表

同窓会・地域代表

小中学校長代表

小中学校教員代表
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紀南地域高等学校活性化推進協議会設置要綱

（設 置）

第１条 少子化などの社会の変化が著しい中、紀南地域における高等学校の特色化、魅

力化を図るとともに、生徒にとって魅力ある学習環境を整備するため、紀南地域高等

学校活性化推進協議会（以下、「協議会」という。）を設置する。  

（所掌事項）

第２条 協議会は、次に掲げる事項について具体的に検討し、協議する。

（１）今後の紀南地域全体における県立高等学校のあり方に関すること

（２）紀南地域の県立高等学校活性化の方策に関すること

（３）施設・設備に関すること

（４）その他検討を要すること

（組 織）

第３条 協議会は、学識経験者、地域有識者、小中学校ＰＴＡ関係者、高等学校ＰＴＡ

関係者、関係市町教育委員会教育長、小中学校長代表、県立学校長代表、教職員代表

等で組織する。

２ 協議会に、会長、副会長を置く。

３ 会長及び副会長は、委員の中から互選により決める。

４ 会長は会務を総理し、副会長は会長を補佐し会長に事故ある時は職務を代行する。 

５ 協議会は、必要に応じて関係者の出席を求め、意見を聞くことができる。

（調査委員会）

第４条 協議会のもとに、必要に応じて調査委員会を設置する。

２ 調査委員会は、テーマに応じて会長の指名する関係者で構成する。

（会 議）

第５条 協議会は、会長が招集し、会長が議事運営する。

２ 協議会の庶務は県教育委員会事務局において処理する。

（その他）

第６条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関する事項は会長が定める。

附 則 

  この要綱は平成２４年 ７月１８日から施行する。 

  この要綱は平成２９年 ６月１２日から施行する。
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資料１ 

平成３０年度第２回紀南地域高等学校活性化推進協議会の概要 

１ 日時  平成３１年２月１９日（火）１９時００分から２１時００分 

２ 場所  県立紀南高等学校 会議室 

３ 内容 

（１）東紀州地域の中学校卒業者の進学希望状況、小学校卒業者の進路状況について 

（２）木本高校・紀南高校の活性化に向けた取組の成果や今後の方向性について 

４ 概要 

地域の中学校卒業予定者の進学希望状況や、木本・紀南両高校が活性化に向けて平

成３０年度に新たに取り組んできたことの報告（プレゼン）をふまえ、地域の子ども

たちがより多く両校への進学を希望するようにするためにどのようなことが求められ

るかについて協議を行いました。 

≪両校の新たな取組について≫ 

○ 近大附属新宮高校への進学希望者が現在１０人程度であり、昨年度の進学実績の

３１人と比べ大きく減っていることは、木本高校の本年度の進学指導の取組が伝わ

った成果ではないかと感じている。 

○ 木本高校の文武両道の精神、スタディサプリを活用した指導、生徒に応じた個別

指導を評価・感謝する声も聞かれる。 

○ 紀南高校の取組については、ＰＲに努めてきたことで、以前と比べ、保護者によ

く伝わっている。 

≪両校の魅力を伝える方策等について≫ 

○ ＰＲにおいては、卒業した生徒がどんな大人になって活躍しているかを、ビデオ

レター等も活用し、示していくことが有効ではないか。 

○ 子どもたちが早い時期から進路について考えることにつながるよう、中学校

１・２年生やその保護者を対象とした高校説明会を実施してはどうか。 

○ 小学校で高校の説明会をすることについては、実施している地域はあるようだが、

保護者や子どもの様子をふまえると、多くのニーズがあるとは感じられない。 

○ 木本高校ではスタディサプリを活用して自主的学習とその支援に取り組んでいる

が、活用の仕方やどのように支援しているかを具体的に示すことにより、取組がよ

り理解されるのではないか。 

○ 中学校の進路指導の中で、両校の特色や魅力を中学生にしっかりと伝え、それを
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中学生が理解したうえで自分の進路を選択する力を育んでもらいたい。 

○ 中学校での進路指導が子どもにとって本当によかったかについて、進学後の子ど

もの様子を把握して振り返り、よりよい進学指導に取り組んでいきたい。 

○ どのような理由で地域外の高校に進学したかについて、昨年度（Ｈ２９）末に調

査を行っているが、経年で把握し、傾向を分析していく必要がある。 

○ 地域外の高校に子どもを進学させた保護者の考えを調査し、評価していくことも

必要ではないか。 

≪地域の高校の在り方について≫ 

〇 地域の子どもが減ってきているので、学科配置の見直しを含めて２校存続でいく

のか、両校を統合するのか、考え始めるべき時期に来ている。 

○ 全国大会への出場を目指すなど、部活動を理由とした地域外の高校への進学者も

いるため、部活動の活性化も視野に入れた両校統合についても考える必要があるの

ではないか。 
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１ａ　木本高校普通科

うち
国公立

東紀州地域
(含近隣県外)

県内
他地域

県外
(除近隣県外)

人数 70 (20) 8 22 2 10 (3) (1) (6) 2 (17)

(％) 61.4 (17.5) 7.0 19.3 1.8 8.8 (2.6) (0.9) (5.3) 1.8 (14.9)

人数 69 (20) 13 24 0 11 (5) (3) (3) 3 (12)

(％) 57.5 (16.7) 10.8 20.0 0.0 9.2 (4.2) (2.5) (2.5) 2.5 (10.0)

人数 65 (16) 3 24 2 8 (2) (1) (5) 3 (17)

(％) 61.9 (15.2) 2.9 22.9 1.9 7.6 (1.9) (1.0) (4.8) 2.9 (16.2)

人数 81 (9) 12 18 4 3 (0) (0) (3) 0 (19)

(％) 68.6 (7.6) 10.2 15.3 3.4 2.5 (0.0) (0.0) (2.5) 0.0 (16.1)

人数 50 (11) 4 11 0 1 (0) (0) (1) 5 (5)

(％) 70.4 (15.5) 5.6 15.5 0.0 1.4 (0.0) (0.0) (1.4) 7.0 (7.0)

１ｂ　木本高校総合学科

うち
国公立

東紀州地域
(含近隣県外)

県内
他地域

県外
(除近隣県外)

人数 7 (0) 5 33 1 28 (3) (5) (20) 2 (4)

(％) 9.2 (0.0) 6.6 43.4 1.3 36.8 (3.9) (6.6) (26.3) 2.6 (5.3)

人数 19 (0) 1 32 0 24 (7) (10) (7) 4 (9)

(％) 23.8 (0.0) 1.3 40.0 0.0 30.0 8.8 12.5 8.8 5.0 (11.3)

人数 21 (0) 6 22 3 26 (12) (2) (12) 2 (5)

(％) 26.3 (0.0) 7.5 27.5 3.8 32.5 (15.0) (2.5) (15.0) 2.5 (6.3)

人数 10 (0) 4 35 0 27 (5) (7) (15) 1 (8)

(％) 13.0 (0.0) 5.2 45.5 0.0 35.1 (6.5) (9.1) (19.5) 1.3 (10.4)

人数 21 (0) 14 50 0 27 (8) (6) (13) 2 (13)

(％) 18.4 (0.0) 12.3 43.9 0.0 23.7 (7.0) (5.3) (11.4) 1.8 (11.4)

２　紀南高校

うち
国公立

東紀州地域
(含近隣県外)

県内
他地域

県外
(除近隣県外)

人数 7 (0) 13 22 0 44 (19) (10) (15) 7 (7)

(％) 7.5 (0.0) 14.0 23.7 0.0 47.3 (20.4) (10.8) (16.1) 7.5 0.0 (7.5)
人数 7 (1) 5 29 0 58 (14) (13) (31) 4 (10)

(％) 6.8 (1.0) 4.9 28.2 0.0 56.3 (13.6) (12.6) (30.1) 3.9 (9.7)

人数 6 (0) 7 29 0 48 (20) (9) (19) 6 (11)

(％) 6.3 (0.0) 7.3 30.2 0.0 50.0 (20.8) (9.4) (19.8) 6.3 (11.5)

人数 7 (0) 7 25 0 71 (35) (10) (26) 3 (8)

(％) 6.2 (0.0) 6.2 22.1 0.0 62.8 (31.0) (8.8) (23.0) 2.7 (7.1)

人数 8 (0) 10 26 0 56 (31) (8) (17) 6 (7)

(％) 7.5 (0.0) 9.4 24.5 0.0 52.8 (29.2) (7.5) (16.0) 5.7 (6.6)

注）「短期大学等」の等は高等専門学校への編入を含む。 

     「各種学校」は、大学等への進学のための「予備校」。

　　 就職の「東紀州地域」には、新宮市等の近隣県外地域を含む。

　　「その他」には、「公共職業能力開発施設等入学者」、「一時的な仕事に就いた者」のほか、未定者等も含む。

四年制大学

四年制大学

四年制大学

平成
29年度 96

平成
28年度 113

平成
27年度 106

短期
大学等

専修
学校

各種
学校

就　　　　　　　職
その他

平成
30年度 103

卒業
年度

卒業者
数

看護大
高看
准看

看護大
高看
准看

看護大
高看
准看

平成
28年度 77

平成
27年度 114

各種
学校

就　　　　　　　職
その他

平成
30年度 80

平成
29年度 80

卒業
年度

卒業者
数

短期
大学等

平成
28年度 118

専修
学校

平成
27年度 71

木本高校・紀南高校卒業者の進路状況

卒業
年度

卒業者
数

短期
大学等

専修
学校

各種
学校

就　　　　　　　職
その他

令和
元年度 114

令和
元年度 76

令和
元年度 93

平成
30年度 120

平成
29年度 105

資料４①
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大学 H30 R1 　　大和大学 1
(国)三重大学 6 6 　　関西外国語大学 3
(国)信州大学 1 1 　　大同大学 1
(国)名古屋大学 2 3 　　国立音楽大学 1
(国)広島大学 1 計 88 77
(国)愛知教育大学 1 短期大学 H30 R1
(国)福井大学 1 (公)津市立三重短期大学 3 5
(国)千葉大学 1 　　高田短期大学 1
(国)奈良女子大学 1 　　名古屋女子短期大学 1
(国)和歌山大学 1 1 　　名古屋短期大学 1 1
(国)京都教育大学 1 　　平成医療短期大学 3 1
(国)高知大学 1 　　大手前短期大学 1
(国)鳥取大学 1 　　大阪成蹊短期大学 1 1
(国)富山大学 1 　　関西女子短期大学 1
(公)三重県立看護大学 1 1 　　嵯峨美術短期大学 1
(公)名古屋市立大学 1 　　有明教育芸術短期大学 1
(公)横浜市立大学 1 1 　　関西外国語短期大学部 1
(公)岐阜薬科大学 1 　　修文大学短期大学部 2
(公)都留文科大学 1 　　実践女子大学短期大学部 1
(公)滋賀県立大学 1 1 　　奈良芸術短期大学 1
(公)高知県立大学 1 計 14 13
　　同志社大学 1 専修学校（看護・準看） H30 R1
　　立命館大学 2 1 (国)国立三重中央看護学校 3 3
　　京都産業大学 5 (公)和歌山県立なぎ看護学校 3 3
　　近畿大学 1 　　松阪看護学校 1 1
　　龍谷大学 3 1 　　伊勢保健衛生専門学校（看護学科） 1 1
　　皇學館大学 4 3 　　津看護学校 1 1
　　鈴鹿医療科学大学 5 7 　　三重看護学校 1 1
　　四日市看護医療大学 1 　　桑名看護学校 1
　　四日市大学 1 　　岡波看護学校 1
　　愛知学院大学 1 2 　　愛知県厚生連加茂看護学校 1 1
　　愛知工業大学 3 1 　　愛知県厚生連更生看護学校 1 1
　　大阪経済大学 1 　　中部労災看護専門学校 2
　　大阪芸術大学 2 1 　　愛仁会看護助産専門学校 1
　　大阪人間科学大学 1 　　聖十字看護学校 2 1
　　大阪工業大学 1 計 15 17
　　大阪観光大学 1 専修学校 H30 R1
　　関西医療大学 3 　　三重県立津高等技術学校 1
　　関西福祉科学大学 1 　　伊勢保健衛生専門学校 1
　　京都橘大学 1 　　大阪医療技術学園専門学校 2
　　京都文教大学 1 　　大阪医療福祉専門学校 2 1
　　仏教大学 1 　　大阪医療秘書福祉専門学校 1
　　金城学院大学 1 1 　　大阪OCE海洋動物専門学校 1
　　至学館大学 1 1 　　大阪観光専門学校 1
　　椙山女学園大学 2 　　大阪歯科学院 1
　　摂南大学 1 　　大阪情報コンピューター専門学校 2
　　中京大学 2 2 　　大阪ハイテクノロジー専門学校 3
　　帝塚山大学 1 　　大阪法律専門学校 2
　　帝塚山学院大学 1 　　大原法律公務員専門学校名古屋校 2
　　天理大学 1 　　専門学校セントラルトリミングアカデミー 1
　　東海学園大学 3 2 　　名古屋医療秘書福祉専門学校 2
　　東洋大学 1 　　名古屋工学院専門学校 1
　　名古屋外国語大学 2 2 　　ミエ･ヘア･アーチストアカデミー 2
　　名古屋学院大学 1 　　ユマニテク医療福祉大学校 1
　　名古屋学芸大学 2 　　大阪ダンス＆アクターズ専門学校 1
　　名古屋女子大学 1 2 　　大阪法律公務員＆スポーツ専門学校 1
　　名古屋経済大学 1 　　大原法律公務員専門学校津校 2
　　名古屋文理大学 1 　　関西学研医療福祉学院 1
　　星城大学 1 　　関西外語専門学校 1
　　奈良大学 1 　　関西医科専門学校 1
　　奈良学園大学 2 1 　　京都芸術デザイン専門学校 1
　　日本大学 1 　　京都医療専門学校 1
　　日本赤十字豊田看護大学 2 1 　　駿台観光＆外語ビジネス専門学校 1
　　日本福祉大学 3 3 　　名古屋医専 1
　　藤田医科大学 1 　　名古屋リゾート＆スポーツ専門学校 2
　　武庫川女子大学 2 1 　　名古屋ECO動物海洋専門学校 1
　　桃山大学 1 　　名古屋医療秘書専門学校 1
　　神奈川大学 1 　　名古屋こども専門学校 1 1
　　千葉商科大学 1 　　名古屋デンタル衛生士学院専門学校 1
　　名城大学 3 　　清恵会第二医療専門学校 1
　　愛知淑徳大学 1 　　中部リハビリテーション専門学校 1
　　桜花学園大学 1 　　東海医療科学専門学校 3 2
　　大阪体育大学 1 　　東海医療工学専門学校 1
　　大阪音楽大学 1 　　東海工業専門学校金山校 2
　　大阪商業大学 1 　　トヨタ名古屋自動車大学校 1
　　大阪樟蔭女子大学 1 　　トライデントコンピュータ専門学校 1

進路先一覧（木本高校） 資料５ ②資料５ ②資料５ ②資料４ ②
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　　トライデントコ外国語ホテルブライダル専門学校 1
　　愛知文化服飾専門学校 1
　　あいち造形デザイン専門学校 1
　　あいち福祉医療専門学校 1 1
　　伊勢調理製菓専門学校 1
　　伊勢理容美容専門学校 1
　　ELICビジネス＆公務員専門学校 1
　　中部理容専門学校 1
　　履正社医療スポーツ専門学校 1
　　和歌山コンピュータビジネス専門学校 2
　　日本ナレーション演技研究所 2
　　東京IT会計専門学校 2
　　東京法律専門学校（名古屋） 1
　　東京美容専門学校 1
　　中央工学院OSAKA専門学校 1
　　国際医学技術専門学校 1
　　小出美容専門学校 1
　　アミューズメントメディア総合学院 1

計 41 38
各種学校 H30 R1

　　ヒューマンアカデミー 1
計 0 1

就職（公務員） H30 R1
　　熊野市消防 1 1
　　新宮市消防 1
　　御浜町役場 1
　　三重県警察 2

計 3 3
就職（東紀州地域） H30 R1

　　ＳＷＳ西日本(株) 1
　　北越紀州製紙(株) 1
　　三重交通(株) 南紀 1
　　熊野精工(株) 2 1
　　花由 1
　　第三銀行 1
　　カーコン車検（株）紀州工場 1
　　吉田水道 1

計 6 4
就職（県内他地域） H30 R1

　　伊勢農業共同組合 1
　　(株)エクセディ 3 2
　　(株)ホンダカーズ三重 1
　　ニプロファーマ(株) 1
　　社会福祉法人　洗心福祉会 1
　　ホテル季の座 1
　　日東電工株式会社亀山事業所 1
　　SDSライン（株） 1

計 7 5
就職（県外） H30 R1

　　アイシン精機(株) 1 1
　　トヨタ自動車(株) 1 1
　　ダイハツ工業(株) 1
　　日本郵便(株) 3
　　フジパングループ(株) 3
　　(株)美スギ 1
　　(株)デンソー 1 1
　　イオンリテール(株) 1
　　東海旅客鉄道(株) 1
　　西日本旅客鉄道(株） 1
　  アイシンAW（株） 2 1
　　医療法人山翔会山崎歯科 1 1
　　大同テクニカ（株） 1
　　太田商事（株） 2
　　ウォルナットファーマシーズ（株） 1
　　黒崎播磨（株）名古屋支店 1
　　山崎製パン（株） 1
　　(株）ビューティサロンモリワキ 1
　　興和工業所（株） 2
　　札幌かに本家（株） 1
　　ダイナック（株） 1
　　お菓子のレニエ(有) 1
　　クサマ工業（株） 1
　　クラシード（株） 1
　　ドリームカンパニー（株） 2
　　兵庫開発（株）有馬ロイヤルゴルフクラブ 1
　　三菱自動車(株) 2 3
　　奈良交通（株） 1
　　(株)エフベーカリーコーポレーション

計 19 26
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大学 H30 R1 就職（東紀州地域） H30 R1
(公)公立鳥取環境大学 1 　　北越コーポレーション(株)(旧北越紀州製紙紀州工場) 3
　　皇學館大学 1 1 　　(株)北越ペーパーテック紀州(旧紀州紙精選/紀南産業/北越エンジニアリング) 1
　　鈴鹿医療科学大学 1 　　熊野精工(株) 3 1
    中京大学 1 　　パナソニックライフソリューソンズ紀南電工(株) 1
　　愛知学院大学 1 　　ＳＷＳ西日本(株) 1 2
　　日本福祉大学 1 　　日本郵便(株)東海支社 3 1
　　岐阜保健大学 1 　　特別養護老人ホームたちばな園 1
　　中部学院大学 1 　　医療法人慈心会菖蒲園 1
　　東海学園大学 1 　　ケアビレッジ和 1
　　神戸学院大学 1 　　紀南特別養護老人ホーム組合亀楽園 1
　　大阪芸術大学 1 　　(株)ケイオープラン 2
　　京都光華大学 1 　　(株)主婦の店 1
　　京都ノートルダム女子大学 2 　　尾鷲物産(株) 1
　　大阪人間科学大学 1 　　海洋ゴム(株) 1

計 7 9 　　伊勢農業協同組合 1
短期大学 H30 R1 　　三重くまの森林組合 1

(公)三重短期大学 5 　　(株)かきうち農園 1
　　高田短期大学 1 　　カーコン車検(株)紀州整備工場 1 1
　　ユマニテク短期大学 1 　　(有)産王商会熊野サービスセンター 1
　　愛知医療学院短期大学 1 　　(株)緑樹 1
　　愛知文教女子短期大学 2 2 　　エスティショップエル 1
　　愛知みずほ短期大学 1 計 14 19
　　愛知学泉短期大学 1 就職（県内他地域） H30 R1
　　岐阜保健短期大学 2 　　(株)エクセディ上野事業所 2 3
　　修文大学短期大学部 1 1 　　ニプロファーマ(株)伊勢工場 1
　　大阪芸術大学短期大学部 1 　　ダイソウ工業(株) 1
　　大阪成蹊短期大学 1 　　ミエコーティング(株) 2

計 5 15 　　山九(株)三重支店 1
専修学校（看護・准看） H30 R1 　　医療法人博仁会村瀬病院 2

(公)和歌山県立なぎ看護学校 3 4 　　社会福祉法人あけあい会 1
　　伊勢保健衛生専門学校（看護学科） 1 　　長島観光開発(株) 1
　　津看護専門学校 1 　　ホテル季の座 1
　　金沢医療技術専門学校 2 　　(株)ベストロジ三重 1
　　新宮市医師会准看護学院 5 1 　　三重交通商事(株) 1
　　宝塚三田病院付属准看護学校 1 計 9 8

計 11 7 就職（県外） H30 R1
専修学校 H30 R1 　　東海旅客鉄道(株) 1

　　東海医療技術専門学校 1 　　トヨタ車体(株) 1
　　甲賀健康医療専門学校 1 　　アイシン精機（株) 1 1
　　関西社会福祉専門学校 1 　　アイシン・エィ・ダブリュ(株) 1 1
　　名古屋こども専門学校 1 　　ダイハツ工業(株) 1 1
　　大阪こども専門学校 1 　　三菱自動車工業(株) 1
　　三重調理専門学校 1 　　ユニチカ(株)岡崎事業所 1
　　大阪調理製菓専門学校 1 　　日鉄物流名古屋(株) 1
　　トヨタ名古屋自動車大学校 3 　　日鉄住金テックスエンジ(株) 1
　　名鉄自動車専門学校 2 　　大同テクニカ(株) 1 1
　　修成建設専門学校 1 　　東洋ソフラン(株) 1
　　東海工業専門学校金山高校 1 　　濱野鋼業(株)名古屋支店 1
　　津高等技術専門学校 1 　　産業振興(株)名古屋事業所 1
　　名古屋情報メディア専門学校 1 　　黒崎播磨(株)名古屋支店 1
　　大阪ハイテクノロジー専門学校 1 　　吉川工業(株)名古屋支店 1
　　ミエ・ヘア・アーチストアカデミー 1 　　(株)テツゲン 1
　　旭美容専門学校 2 　　(株)上組 1
　　京都理美容専修学校 1 　　(株)スガテック 1
　　ヴェールルージュ美容専門学校 1 　　ビューテック(株)西日本事業所 1 1
　　AFLOAT School 1 　　(株)コジマ 1
　　専門学校セントラルトリミングアカデミー 2 　　由良アイテック(株) 1
　　大阪動物専門学校天王寺校 2 　　フジパン(株) 1
　　京都外国語専門学校 1 　　フジパングループ(株) 1
　　駿台観光＆外語ビジネス専門学校 1 　　(株)エフベーカリーコーポレーション名古屋工場 1
　　国際観光専門学校名古屋校 2 1 　　(株)エフベーカリーコーポレーション大阪工場 1
　　名古屋ブライダルビューティー専門学校 　　社会福祉法人サン・ビジョン 2
　　大原法律公務員専門学校津校 3 　　(株)三陽商会 1
　　HAL大阪 1 　　(株)LIXILトータルサービス 1

計 20 16 　　(株)美スギ 1
就職（公務員） H30 R1 　　(株)ブランシェ 1

　　陸上自衛隊 4 2 　　(株)アオキスーパー 1
　　大阪府警 1 　　(株)サガミチェーン 1

計 4 3 　　(株)かぶらやグループ 1
　　大和串Planning(株) 1
　　西日本電気テック 1
　　大阪水産運輸(株) 1
　　(株)加藤装室 1
　　(株)北口工務店 1
　　(株)スガナミ 1

計 31 14

進路先一覧（紀南高校）
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木
本
高
校

取
組
の
報
告

と
今
後
に
向
け
て

1

〇
県
内
屈
指
の
歴
史
と
伝
統

〇
普
通
科
：３
ク
ラ
ス
総
合
学
科
：１
ク
ラ
ス

R
2年
度
よ
り
１
ク
ラ
ス
減

〇
落
ち
着
い
た
学
習
環
境
、
温
か
い
人
間
関
係

〇
ま
じ
め
で
し
っ
か
り
し
た
生
徒

め
ん
ど
う
み
の
い
い
先
生

～
地
域
で
学
ん
で
自
己
実
現
を
～

木
本
高
校

2

木
高
の
学
科
、
コ
ー
ス

3

高
校
入
試
時
に
、
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。

選
抜
（
１
ク
ラ
ス
）

普
通
（
２
ク
ラ
ス
）

本
人
の
希
望
と
入
試
の
成
績
で
選
抜

普
通
科
３
ク
ラ
ス

２
年
生
で
、
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。

・
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス

総
合
学
科 １
ク
ラ
ス

夜
、
授
業
を
受
け
、
４
年
間
で
卒
業
。

（
定
通
併
修
で
、
３
年
卒
業
も
で
き
る
）

定
時
制
１
ク
ラ
ス

普
通
科 選
抜
コ
ー
ス

選
抜
コ
ー
ス

【
め
ざ
す
進
路
】

国
公
立
大
学

の
文
系
･
理
系
学
部

難
関
私
立
大

【
め
ざ
す
進
路
】

国
公
立
大
学

の
文
系
･
理
系
学
部

難
関
私
立
大

↓
国
公
立
大
受
験
で
必
要
な

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
対
応
す
る
学
力
を
つ
け
る

理
系
学
部
進
学

 　
資

料
５
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普
通
科 普
通
コ
ー
ス

普
通
コ
ー
ス

【
め
ざ
す
進
路
】

私
立
大
学

主
に
文
系
学
部
、
一
部
の
大
学
の
理
系
学
部

短
大

看
護
・
医
療
系
専
門
学
校

【
め
ざ
す
進
路
】

私
立
大
学

主
に
文
系
学
部
、
一
部
の
大
学
の
理
系
学
部

短
大

看
護
・
医
療
系
専
門
学
校

5

↓

進
学
先
で
の
学
習
に
困
ら
な
い
学
力
を
つ
け
る

総
合
学
科

【
め
ざ
す
進
路
】

就
職

専
門
学
校

看
護
･医
療
系
以
外

【
め
ざ
す
進
路
】

就
職

専
門
学
校

看
護
･医
療
系
以
外

6

↓

将
来
の
職
業
に
つ
い
て
考
え
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
充
実

勉
強
と
部
活
動
を
両
立

7

【
国
公
立
大
】
２
４

名
古
屋

3
三
重

6
三
重
県
立
看
護
筑
波
信
州

愛
知
教
育
京
都
教
育
和
歌
山
山
梨
･医

金
沢

2
他

【
私
立
大
】
９
３

同
志
社
立
命
館
関
西
関
西
学
院
龍
谷
近
畿

京
都
産
業
南
山
名
城
中
京
名
古
屋
外
語

金
城
学
院
愛
知
工
業
皇
學
館
鈴
鹿
医
療
科
学
他

セ
ン
タ
ー
試
験
受
験
３
９
（
昨
年
比
＋
１
）

三
重
大
志
望
１
４

（
地
域
推
薦
、
公
募
推
薦
等
含
む
）

普
通
コ
ー
ス
か
ら
も
国
公
立
大
受
験

（
昨
年
､一
昨
年
も
合
格
）

令
和
元
年
度
末
合
格
･内
定
状
況

3月
23
日
現
在

（過
年
度
生
含
む
）

8

【
短
大
】
１
３

三
重
短
名
古
屋
短
関
西
外
語
短
高
田
短

他

【
看
護
学
校
】
１
８

国
立
三
重
中
央
看
護

和
歌
山
県
立
な
ぎ
三
重
看

護
中
部
労
災

松
阪
看
護

他

【
専
門
学
校
】
３
９

東
海
医
療
科
学
東
海
工
業
名
古
屋
医
療
秘
書
福
祉

大
原
法
律
公
務
員
和
歌
山
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟｭ
ｰ
ﾀ
ﾋ
ﾞｼ
ﾞﾈ
ｽ

他

令
和
元
年
度
末
合
格
･内
定
状
況

3月
23
日
現
在

（過
年
度
生
含
む
）
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9

【
就
職
・
公
務
員
】
４

熊
野
市
消
防

三
重
県
警
察
３

【
就
職
・
民
間
企
業
等
】
３
５

ト
ヨ
タ
自
動
車

三
菱
自
動
車
工
業

デ
ン
ソ
ー

ア
イ
シ
ン
精
機

ダ
イ
ハ
ツ
工
業

Ｊ
Ｒ
東
海

Ｊ
Ｒ
西
日
本

フ
ジ
パ
ン

奈
良
交
通

北
越
ｺ
ｰ
ﾎ
ﾟﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

(旧
紀
州
製
紙

)
熊
野
精
工

他

令
和
元
年
度
末
合
格
･内
定
状
況

3月
23
日
現
在

（過
年
度
生
含
む
）

1
0

木
高
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

○
「難
関
大
進
学
～
就
職
」多
種
多
様
な
進
路
希
望
の
す
べ
て
を
実
現

○
進
学
後
、
就
職
後
も
考
え
た
指
導

・
進
学
後
も
困
ら
な
い
学
力
･学
習
意
欲

・
自
分
の
将
来
を
主
体
的
に
考
え
る
力

・
人
間
性
、
社
会
性
、
生
活
態
度

○
三
重
大
と
連
携
し
た
教
育
活
動

・
生
徒
の
学
習
意
欲
･進
学
意
識
向
上

・
東
紀
州
サ
テ
ラ
イ
ト
と
の
連
携
強
化

・
地
域
推
薦
入
試

○
塾
に
行
か
な
く
て
も
志
望
校
合
格

・個
々
の
進
路
･学
力
に
合
わ
せ
た
て
い
ね
い
な
指
導

・
自
主
的
学
習
促
進
の
指
導

W
e
b利
用
学
習
等

木
高
の
進
学
指
導
の
取
組

1
1

②
三
重
大
と
の
連
携
強
化

①
学
力
・進
路
希
望
に
合
わ
せ
た
､

て
い
ね
い
な
指
導
･支
援

1
2

【
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
プ
リ
】
（
リ
ク
ル
ー
ト
）

学
力
･進
路
希
望
に
合
わ
せ
た
､て
い
ね
い
な
指
導
･支
援

〇
W

eb
を
利
用
し
、
“４
万
本
以
上
の
動
画
授
業
が
見
放
題

〇
２
・３
年
普
通
科
全
員
が
学
校
団
体
登
録
（他
は
希
望
者
が
登
録
）

→
学
習
法
ア
ド
バ
イ
ス
、
学
習
習
慣
定
着
、
学
力
向
上

通
信
動
画
授
業
の
予
備
校
･塾
と
同
じ
環
境

＋

教
員
に
よ
る
受
講
指
導
、
サ
ポ
ー
ト

「
塾
へ
行
か
な
く
て
も
志
望
校
合
格
」
の
重
要
な
取
組

木
高
の
国
公
立
大
合
格
者
の
通
塾
は
約
４
割
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1
3

学
力
･進
路
希
望
に
合
わ
せ
た
､て
い
ね
い
な
指
導
･支
援

〇
操
作
方
法
、
受
講
方
法
説
明
会

・
全
生
徒
参
加

・
教
員
対
象
の
活
用
説
明
会
も
実
施

〇
到
達
度
テ
ス
ト
の
活
用

春
･秋
の
２
回
、
団
体
登
録
者
全
員
が
受
験

・
全
生
徒
参
加
の
振
り
返
り
会
、
教
員
対
象
の
検
討
会

・
結
果
を
受
け
て
、
各
生
徒
に
合
わ
せ
た
講
座
を
紹
介

〇
生
徒
へ
の
受
講
勧
奨
、
宿
題
等
の
配
信

〇
校
内
Ｗ
ｉ－
Ｆ
ｉ整
備

【
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
プ
リ
】
受
講
支
援

1
4

総
視
聴
時
間

受
講
講
座
数

平
均

最
高

平
均

最
高

最
低

最
低

１
年
生
･選
抜

６
．
０
ｈ

2
6
.9

３
．
９

2
8

0
.1

0

１
年
生
･普
通

３
．
４
ｈ

3
2
.9

２
．
１

4
0

0
0

２
年
生
･文
理

５
．
１
ｈ

5
3
.0

２
．
１

3
5

0
0

２
年
生
･文
系

３
．
６
ｈ

6
2
.5

１
．
０

5
4

0
0

３
年
生
(希
望
者
)

３
３
．
０
ｈ

2
3
9
.8

２
２
．
１

1
0
5

0
0

【
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
プ
リ
】
受
講
状
況

R
2.

2.
29
現
在

学
力
･進
路
希
望
に
合
わ
せ
た
､て
い
ね
い
な
指
導
･支
援

1
5

〇
Ｒ
２
年
度
よ
り
１
年
生
全
員
が
受
講

〇
デ
ー
タ
量
が
多
い

〇
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
・
宿
題
の
配
信
と
提
出

〇
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
（
確
認
テ
ス
ト
）
で
、

全
国
規
模
で
の
自
分
の
立
ち
位
置
を
把
握

学
力
･進
路
希
望
に
合
わ
せ
た
､て
い
ね
い
な
指
導
･支
援

【
ク
ラ
ッ
シ
ー
】

（
ベ
ネ
ッ
セ
）

1
6

個
々
の
生
徒
に
合
わ
せ
た
課
外
･補
習
授
業
、
個
別
指
導

学
力
・進
路
希
望
に
合
わ
せ
た
、
て
い
ね
い
な
指
導
、
支
援

個
々
の
進
路
に
合
わ
せ
て
、
少
人
数
で
も

個
別
指
導
も
て
い
ね
い
に
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1
7

課
外
・
補
習
授
業

【
学
期
中
の
放
課
後
（
通
年
）
】
３
年
生
中
心

5
0
分
×
週
１
回
１
３
講
座

の
べ
1
6
3
名
受
講

【
夏
休
み
】
全
学
年

9
0
～
5
0
分
×
３
～
５
回

２
６
講
座

の
べ
3
8
5
名
受

講

単
発
の
課
外
･補
習
や
個
別
指
導
も
含
め
る
と
、

「
毎
日
、
ど
こ
か
の
教
室
で
行
わ
れ
て
い
る
」

学
力
・進
路
希
望
に
合
わ
せ
た
、
て
い
ね
い
な
指
導
、
支
援

1
8

【
勉
強
合
宿
】

学
力
･進
路
希
望
に
合
わ
せ
た
､て
い
ね
い
な
指
導
･支
援

○
７
月
１
９
～
２
１
日
の
２
泊
３
日

熊
野
少
年
自
然
の
家

○
１
年
生
希
望
者
３
２
名
が
参
加

○
１
日
あ
た
り

50
分
×

10
限
で
、
各
自
に
合
わ
せ

た
自
主
的
学
習
＋
引
率
教
員
の
特
設
補
講

＋
教
員
に
よ
る
質
問
対
応
･学
習
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
朝
か
ら
晩
ま
で
勉
強
し
、

勉
強
の
方
法
や
態
度
を
見
直
し
た
り
、
志
望
校

合
格
へ
の
決
意
を
再
確
認

1
9

【
三
重
大
と
の
合
同
進
路
説
明
会
】

三
重
大
と
の
連
携
強
化

2
0

【
三
重
大
と
の
合
同
進
路
説
明
会
】

三
重
大
と
の
連
携
強
化

〇
2
0
1
9
年
６
月
１
５
日
(土
)
午
後

木
本
高
校
総
合
学
科
棟
、
三
重
大
東
紀
州
サ
テ
ラ
イ
ト
学
舎

○
東
紀
州
地
域
の
高
校
生
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
等
が
参
加

○
三
重
大
学
・
大
学
生
活
の
紹
介
、
個
別
進
路
相
談

東
紀
州
サ
テ
ラ
イ
ト
で
の
取
組
紹
介

大
学
入
試
制
度
・
三
重
大
入
試
の
説
明

大
学
進
学
希
望
者
の
た
め
の
「
ミ
ニ
木
高
進
学
説
明
会
」
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2
1

三
重
大
と
の
連
携
強
化

【
三
重
大
生
・
教
員
と
木
高
生
･木
高
教
員
の
交
流
】

〇
学
部
生
、
院
生
と
木
高
生
の
交
流
会

〇
三
重
大
教
員
と
木
高
教
員
と
の
交
流
、
授
業
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス

【
木
高
の
教
育
活
動
に
活
用
】

○
三
重
大
教
員
に
よ
る
木
高
で
の
講
演
会
、
授
業

○
総
合
学
科
「
総
合
的
学
習
」
で
の
“
木
育
講
座
”

○
東
紀
州
講
座

木
高
と
尾
鷲
高
で
毎
夏
休
み
に
実
施

2
2

【
文
化
祭
で
の
三
重
大
コ
ー
ナ
ー
】

〇
木
高
文
化
祭
に
「
三
重
大
コ
ー
ナ
ー
」

→
三
重
大
教
員
が
、
地
元
の
中
高
生
、
保
護
者
等
に
三
重
大
紹
介

地
域
の
皆
さ
ん
に
、
木
高
･三
重
大
連
携
の
Ｐ
Ｒ
の
機
会

三
重
大
と
の
連
携
強
化

【
高
校
入
学
時
の
東
紀
州
サ
テ
ラ
イ
ト
訪
問
】

〇
選
抜
ｺ
ｰ
ｽ
新
入
生
が
東
紀
州
サ
テ
ラ
イ
ト
を
訪
問

→
進
学
意
識
･学
習
意
欲
の
向
上
の
き
っ
か
け

2
3

三
重
大
と
の
連
携
強
化
で

○
木
高
生
が
大
学
を
知
り
、
身
近
に
感
じ
る

→
学
習
意
欲
･進
学
意
識
の
向
上

○
生
徒
、
教
員
の
学
び
が
広
が
る
、
深
ま
る

→
学
び
の
機
会
の
増
加
，
学
び
の
質
の
向
上

○
Ｐ
Ｒ
機
会
の
創
出
、
増
加

三
重
大
と
の
連
携
強
化

2
4

今
後
に
向
け
て

【
今
後
の
取
組
の
視
点
】

〇
個
々
の
生
徒
に
合
わ
せ
た
、
て
い
ね
い
な
指
導

〇
生
徒
の
学
習
意
欲
･積
極
性
･自
主
性
を
高
め
る

○
教
員
の
意
識
、
学
校
の
雰
囲
気
を
高
め
る

○
学
校
の
実
際
の
姿
を
知
っ
て
い
た
だ
く
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今
後
に
向
け
て

【
具
体
的
に
は
】

〇
習
熟
度
、
進
路
希
望
別
講
座
の
拡
充

○
個
別
面
談
の
機
会
増

〇
W
e
b利
用
学
習
、
家
庭
学
習
の
指
導
、
支
援

○
進
路
意
識
を
高
め
る
指
導

〇
学
校
公
開
、
学
校
説
明
会
等
、
情
報
発
信
・
Ｐ
Ｒ

〇
小
中
学
校
や
地
域
と
木
高
生
･教
員
の
交
流

2
5

木
高
か
ら
の
お
願
い

○
生
徒
の
活
躍
の
場
、
教
員
ど
う
し
の
交
流
の
機
会
を

提
供
い
た
だ
き
た
い

高
校
生
と
の
交
流
会
、
中
学
校
で
の
進
路
説
明
会

小
学
校
外
国
語
活
動
等
の
授
業

学
校
行
事
や
部
活
動

教
員
の
合
同
研
修
･相
互
交
流

○
生
徒
や
学
校
の
実
際
の
姿
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

叱
咤
激
励
と
P
R
へ
の
協
力
を
い
た
だ
き
た
い

文
化
祭
、
体
育
祭
、
公
開
授
業
等
に
来
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
、
学
校
説
明
会
等
へ
の
参
加

2
6

地
域
で
学
ん
で
、
自
己
実
現
を
！

！

木
高

W
eb

H
P

「
木
本
高
校
」
で
検
索

今
後
も
、
全
力
で
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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活
性
化
の
取
組

報
告

三
重
県
立
紀
南
高
等
学
校

令
和
２
年
度

紀
南
地
域
活
性
化
協
議
会

紀
南
高
等
学
校
の
報
告

紀
南
高
等
学
校
の
活
性
化
計
画
に
つ
い
て

活
性
化
計
画
に
基
づ
く
取
組

現
状
と
課
題
・
今
後
の
方
向
性

生
徒
の
声

紀
南
高
等
学
校
活
性
化
計
画

紀
南
高
等
学
校
活
性
化
計
画
（
１
）

地
域
を
学
び
場
と
し
た
学
習
の
推
進

–学
校
設
定
科
目
「
地
域
産
業
と
み
か
ん
」
の
実
施

–学
校
設
定
科
目
「
就
労
体
験
」
の
充
実

  資
料

６
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地
域
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
い

ろ
い
ろ
な
場
で
発
信
し
ま
し

た
。
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紀
南
高
等
学
校
活
性
化
計
画
（
２
）

個
々
の
生
徒
に
応
じ
た
丁
寧
な
進
路
指
導

–授
業
改
善
の
推
進

–看
護
系
・
教
員
養
成
系
へ
の
進
学
希
望
の
実
現

令
和
元
年
度
卒
業
生
就
職
先

0
2

4
6

8
10

12
14

16
18

地
元

県
内

中
京

京
阪
神

公
務
員

男
子

女
子
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令
和
元
年
度
卒
業
生
進
路
希
望
先

0
2

4
6

8
10

12
14

16

４
年
制
大
学

短
大

専
門
学
校

看
護
系

男
子

女
子

紀
南
高
等
学
校
活
性
化
計
画
（
３
）

地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
学
習

–学
校
設
定
科
目
「
東
紀
州
学
」
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

–「
地
域
で
活
躍
す
る
人
」
に
学
ぶ
学
習
の
実
施

–御
浜
町
と
協
働
し
た
防
災
活
動

–地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
へ
の
積
極
的
参
加
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紀
南
高
等
学
校
活
性
化
計
画
（
４
）

魅
力
の
発
信

–学
習
成
果
の
積
極
的
発
信

生
徒
自
身
が
中
学
校
に
お
邪
魔

し
て
、
発
表
な
ど
を
す
る
機
会

づ
く
り
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
阿
田
和
中
、
御
浜

中
に
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
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現
状

現
状

•地
域
の
生
徒
数
の
減
少

•活
性
化
の
取
組
→
中
学
校
で
の
説
明
会
な
ど
で
発
信

前
期
選
抜
希
望
者
の
増
加

Ｈ
３
１
・
・
・
３
７
名
／
２
４
定
員
（
１
２
．
３
％
）

Ｒ
２
・
・
・
４
５
名
／
２
４
定
員
（
１
７
．
９
％
）

取
組
か
ら
見
え
て
き
た
課
題

見
え
て
き
た
課
題
①

見
え
て
き
た
課
題
①

•「
地
域
産
業
と
み
か
ん
」
で
は
、
課
題
解
決
に
向
け
た
探
究

的
な
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
授
業
で
学
ぶ
魅
力
を
後
輩
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

見
え
て
き
た
課
題
②

見
え
て
き
た
課
題
②

•生
徒
の
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
し
、
基
礎
学
力
の
定
着
や
様
々

な
能
力
の
向
上
に
む
け
た
、
授
業
力
の
向
上
の
取
組
の
継

続
。

•看
護
系
へ
の
進
学
指
導
の
さ
ら
な
る
充
実
。
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見
え
て
き
た
課
題
③

見
え
て
き
た
課
題
③

•「
東
紀
州
学
」
等
の
地
域
理
解
の
学
習
に
つ
い
て
、
よ
り
実

践
的
な
取
組
や
探
究
活
動
へ
の
発
展
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

•地
域
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
生
徒
参
加
の
拡
大
。

見
え
て
き
た
課
題
④

見
え
て
き
た
課
題
④

•現
在
の
紀
南
高
校
の
様
子
へ
の
地
域
か
ら
の
理
解
。

•紀
南
高
校
の
様
子
を
地
域
に
発
信
す
る
方
法
の
模
索
。

今
後
の
方
向
性

～
地
域
の
高
校
と
し
て
、
更
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
～

方
向
性

方
向
性

•小
規
模
校
の
良
さ
を
活
か
し
て
、
生
徒
に
よ
り
そ
っ
た
教
育

活
動
を
続
け
る
。

•地
域
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
活
動
を
地
域
の
支

援
を
得
て
続
け
る
。

•紀
南
高
等
学
校
の
良
さ
を
、
中
学
生
や
そ
の
保
護
者
に
興
味

を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
発
信
を
続
け
る
。
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具
体
的
な
取
組
①

具
体
的
な
取
組
①

具
体
的
な
取
組
②

具
体
的
な
取
組
②

具
体
的
な
取
組
③

具
体
的
な
取
組
③

。

具
体
的
な
取
組
④

具
体
的
な
取
組
④
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具
体
的
な
取
組
⑤

具
体
的
な
取
組
⑤

具
体
的
な
取
組
⑥

具
体
的
な
取
組
⑥
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令和２年度の協議について 

１ 協議の進め方 

予測することが困難であると言われるほど社会情勢が大きく変化する中で、教育的課題はより

複雑化・多様化しています。そのような中、これからの時代を生きていく高校生にどのような力

を育み、本県の高校でどのような教育を進めるべきかなど、これからの三重の高校教育のあり方

について検討していく必要があります。 

こうした本県の県立高校の将来像については、「三重県教育改革推進会議」を中心に議論・整

理していくとともに、既存の高校教育の枠にとらわれない幅広で多様な観点・角度から調査し考

察を加えるため、今年度新たに設置する「県立高等学校みらいのあり方検討委員会」において、

次期「県立高等学校活性化計画」（令和４年度から５年間、以下「次期計画」）の策定も見据え

ながら審議します。 

各地域（紀南・伊勢志摩・伊賀）に設置した高等学校活性化推進協議会においては、これまで

長年にわたり、特に少子化への対応等を中心に各地域の現状認識を共有しつつ、地域特有の課題

の解決に向けて協議を重ねてきました。令和２年度の各地域の協議会においては、教育に関する

国の動向を踏まえながら、次期計画の策定を見据えて、地域における高校教育及び高等学校のあ

り方について協議します。 

２．これまでの協議と課題 

（１）当協議会は、平成２４年度の協議会のまとめにおいて、「将来的に、地域状況を考慮し、

紀南高校が１学年２学級、もしくは木本高校が 1学年５学級を維持できないとき、両校の

統合は避けられない」とし、平成２５～２７年度にはこのことを踏まえた協議を行ってき

ました。平成２８年度の協議においては、両校を存続させることを望む意見が改めて出さ

れたこと、また平成２９年度を始期とする「県立高等学校活性化計画」において、「１学

年２学級以下の高等学校において、協議会を設置し、地域と一体となった活性化に取り組

む」との新たな方向性が示されたことにより、平成２９～３０年度には、紀南地域の中学

校卒業者の動向等を共有しながら、両校の活性化に向けた主な取組を協議しました。 

（２）木本高校は、サポート委員会（学校関係者評価委員会）を活用するなど地域や地元行政

との連携を強化し、進学や部活動へのニーズや期待に応えることをはじめとした教育活動

の充実に努めています。 

（３）紀南高校は、上述の「県立高等学校活性化計画」に基づく協議会を設置して、地域と一

体となった活性化に取り組むとともに、昨年度からは「地域課題解決型キャリア教育モデ

ル構築事業」を実施して、地域と連携した学習活動を進めています。 

（４）両校が活性化を進めるなか、入学者選抜においては、地域の中学校卒業者が減少してい

ることや県外の高校や県内他地域の高校・高専への進学者の影響により、欠員を生じる状

況にあります。特に令和７年度の当地域の中学校卒業者数の減少を勘案すると、生徒の学

びを保障するための高等学校のあり方について、協議をしていく必要があります。 

資料 ７ 
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３．協議会の開催予定 

（１）第１回協議会（９月２３日） 

・紀南地域の高等学校を取り巻く状況について 

・木本高校・紀南高校の活性化に向けた取組について 

・紀南地域の県立高等学校の今後の在り方について 

（２）第２回（２月下旬～３月上旬） 

・東紀州地域の中学校卒業者の進路希望状況、紀南地域の高等学校の令和３年度入学者選

抜における志願状況等の共有 

・木本高校・紀南高校の活性化の新たな取組の成果や課題の共有、次年度に向けた取組の

方向性等についての協議 

・紀南地域の県立高等学校の今後の在り方について 
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次期「県立高等学校活性化計画」の策定に向けて

年度 H29 H30
H31
R1

R４ R５ R６ R７ R８

県
全
体
の
動
き

地
域
等

R２ R３

計
画

現「県立高等学校活性化計画」（H29～５年間） 次期計画（R４～８）

地域課題解決型キャリア教育モデル構築事業（R1～3）

教育改革推進会議
本県の教育の改革に関する重要な事項等、県教育

委員会が必要と認める事項について調査審議する

県教育委員会の附属機関。令和２～３年度は次期

「県立高校活性化計画」等のテーマについて審議す

る。

県立高校みらいのあり方

検討委員会（新設）

社会の激しい変化や国の動

向をふまえ、「Student
First」の視点に立って、これ

からの時代を生きぬいてい

く高校生に必要な力や、そ

の力を育むためにふさわし

い三重県の高校教育のあり

方等について幅広く意見を

いただく。

・アンケート調査（案）

中学生や保護者

のニーズを調査

・先進校への視察（案）

等を実施

地域高等学校活性化推進協議会（伊賀、伊勢志摩、紀南）

学校別活性化協議会（１学年３学級以下：９校10校舎）

三
重
県
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

次
期
県
立
高
等
学
校
活
性
化
計
画
策
定

・
教
育
委
員
会
定
例
会

・
県
議
会

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

中間案への

意見等

地域の意見等

①みらい委員会

の報告

②地域協議会の

協議内容

等をふまえ、「次

期活性化計画」

を審議

Society 5.0、グローバル

化、地方創生、学びの多

様化 等
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